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解
説

映
画
「
小
説
吉
田
学
校
」
は
被
占
領

下
の
戦
後
日
本
の
運
命
を
賭
け
て
政
治

の
世
界
に
生
き
た
吉
田
茂
を
中
心
と
す

る
内
保
守
本
流

H
の
実
力
者
群
像
を
、

激
動
の
昭
和
戦
後
史
を
背
景
に
描
く
作

品
で
あ
る
。

戸
川
猪
佐
武
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
原
作

を
映
画
化
す
る
の
は
、
『
海
峡
」
の
森
谷

司
郎
監
督
。
製
作
は
「
ア
メ
リ
カ
ン
・

ヴ
ァ
イ
オ
レ
ン
ス
」
の
山
本
又
一
朗
。

撮
彩
・
木
村
大
作
(
『
海
峡
」
)
。

戦
後
史
の
主
人
公
・
吉
田
茂
に
扮
す

る
の
は
、
円
熟
・
練
達
の
名
優
森
繁

久
捕
。
は
た
し
て
森
繁
が
ど
の
よ
う
な

H吉
田
茂

H
を
見
せ
て
く
れ
る
か
興
味

は
尽
き
な
い
。
す
べ
て
実
名
で
登
場
す

る
吉
田
を
と
り
ま
く
人
々
に
は
群
像
ド

ラ
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
豪
華
な
出
演
者
が

扮
し
、
政
治
の
世
界
の
表
長
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
真
剣
勝
負
の
数
々
を
再
現
す

ス
v
。

h
m
q

五
ロ

A
T
-
-

ロ

昭
和
二

O
年
、
秋
|
|
東
京
は
一
面

の
焼
野
原
と
化
し
て
い
た
。
幣
原
内
閣

外
務
大
臣
・
吉
田
茂
は
焼
跡
を
見
渡
し

な
が
ら
娘
の
和
子
に
言
っ
た
。
「
こ
の
焼

跡
が
い
つ
に
な
っ
た
ら
元
通
り
の
家
並

み
に
な
る
か
、
二
十
年
後
に
で
き
る
か

ど
う
か
:
:
:
」
。

G
H
Q
(
連
合
国
軍
総
司
令
部
)
の

強
力
な
統
制
の
も
と
、
混
迷
の
中
で
時

代
は
激
変
を
続
け
た
。
東
条
英
機
以
下

五
九
名
の
戦
犯
逮
捕
、
日
本
国
憲
法
発

布
:
:
:
。
東
久
遁
内
閣
に
始
ま
る
短
命

内
閣
は
、
幣
原
内
閣
、
第
一
次
吉
田
内

閣
、
片
山
内
閣
、
芦
田
内
閣
と
す
べ
て

G
H
Q

の
命
令
と
も
い
え
る
要
求
の
中

で
総
辞
職
を
繰
り
か
え
し
て
い
た
。

G
H
Q

民
政
局
次
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ケ
l
ジ
ス
は
新
内
閣
を
野
党
第
一
党
・

自
由
党
を
中
心
と
し
た
連
立
内
閣

と
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
総
理
大
臣
に

は
民
自
党
幹
事
長
・
山
崎
猛
が
望
ま
し

い
と
伝
え
た
。
こ
の
ケ

l
ジ
ス
の
発
言

は
第
二
次
吉
田
内
閣
が
誕
生
す
る
も
の

と
思
い
込
ん
で
い
た
民
自
党
内
部
を
大

き
く
揺
り
動
か
し
た
。
筆
頭
副
幹
事
長

・
広
川
弘
禅
は
党
顧
問
・
星
島
二
郎
と

組
み
、
い
ち
早
く
山
崎
内
閣
成
立
へ
動

い
た
。
党
長
老
・
松
野
鶴
平
の
強
引
な

奇
策
、
吉
田
の
側
近
・
林
譲
治
の
必
死

の
巻
き
か
え
し
、
さ
ら
に
は
党
総
務
会

に
お
け
る
一
年
生
議
員
・
田
中
角
栄
の

大
胆
な
発
言
な
ど
に
よ
っ
て
形
勢
は
逆

転
し
、
二
三
年
一

O
月
一
五
日
第
二
次

吉
田
内
閣
が
成
立
し
た
。

吉
田
は
運
輸
省
事
務
次
官
・
佐
藤
栄

作
を
官
房
長
官
に
抜
擢
し
た
。
吉
田
は

佐
藤
に
云
っ
た
。
「
こ
の
吉
田
が
総
理
と

し
て
何
を
や
ろ
う
と
し
て
お
る
か
、
わ

か
る
か
」
緊
張
す
る
佐
藤
に
吉
田
は
言

い
切
っ
た
。
「
講
和
だ
。
日
本
の
独
立

だ
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
吉
田

し
か
い
な
い
」

み
ず
か
ら
の
勢
力
を
拡
大
す
る
た
め

議
会
の
解
散
を
は
か
っ
た
吉
田
は

G
H

Q
総
司
令
官
マ
ッ
カ

l
サ
ー
へ
の
直
談

判
に
成
功
、
昭
和
二
三
年
一
二
月
二
三

日
第
二
次
吉
田
内
閣
は
解
散
し
た
。
翌

二
四
年
一
月
二
四

H
の
選
挙
に
お
い
て

民
自
党
は
圧
勝
、
こ
の
時
以
来
吉
田
学

校
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
吉
田
派
は

大
量
の
新
議
員
を
誕
生
さ
せ
た
。

昭
和
二
四
年
二
月
一
六
日
、
第
三
次

吉
田
内
閣
が
発
足
し
た
。
米
ソ
聞
の
緊

張
に
と
も
な
う

G
H
Q

の
厳
し
い
反
共

政
策
、
そ
れ
に
つ
れ
て
労
働
運
動
の
火

の
手
は
一
層
高
ま
り
、
政
治
ス
ト
・
暴

力
ス
ト
が
多
発
、
下
山
事
件
・
三
鷹
事

件
・
松
川
事
件
な
ど
の
不
可
解
な
大
事

件
が
あ
い
つ
い
だ
。
し
か
し
吉
田
の
目

は
講
和
会
議
と
対
日
平
和
条
約
だ
け
に

向
け
ら
れ
て
い
た
。
吉
田
は
ま
ず
平
和

条
約
草
案
の
作
製
の
た
め
に
外
務
次
官

太
田
一
郎
を
中
心
ヒ
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
!
ム
を
極
秘
で
結
成
、
太
田
ら
は

血
の
に
じ
む
苦
難
の
末
、
吉
田
の
要
求

に
答
え
る
草
案
を
作
り
上
げ
た
。
続
い

て
吉
田
は
ふ
た
た
び
マ
ッ
カ
!
サ
!
と

会
見
、
池
田
勇
人
・
宮
沢
喜
一
の
渡
米

許
可
を
と
り
つ
け
た
。
ア
メ
リ
カ
の
財

政
・
経
済
の
視
察
、
そ
れ
が
二
人
の
渡

米
の
表
向
き
の
目
的
で
あ
っ
た
。
し
か

し
吉
田
が
二
人
に
託
し
た
密
命
は
し
か

る
べ
き
人
物
を
捜
し
出
し
て
、
対
日
講

和
の
下
打
合
せ
を
し
て
こ
い
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
二
人
は
国
務
省
ド
ッ
ジ

公
使
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
密
使

と
し
て
の
役
割
り
を
巣
し
た
。

吉
田
の
宿
願
を
打
ち
砕
く
か
の
よ
う

に
昭
和
二
六
年
六
月
二
六
H
朝
鮮
戦
争

が
勃
発
し
た
。
「
も
う
講
和
ど
こ
ろ
で
は

な
い
:
:
:
私
の
夢
は
破
れ
た
」
消
沈
す

る
吉
田
の
も
と
に

G
H
Q

か
ら
ダ
レ
ス

国
務
長
官
顧
問
か
ら
の
面
会
要
請
の
至

急
連
絡
が
入
っ
た
。

ダ
レ
ス
は
吉
田
に
早
期
講
和
に
賛
成

す
る
旨
を
告
げ
た
。
し
か
し
ダ
レ
ス
が

出
し
た
付
帯
条
件
は
吉
田
が
到
底
飲
む

こ
と
の
で
き
な
い
事
、
日
本
の
再
軍
備

で
あ
っ
た
。
吉
田
は
断
腸
の
思
い
で
警

察
予
備
隊
の
設
置
を
認
め
た
。
こ
う
し

て
日
米
講
和
条
約
に
向
け
て
第
一
歩
が

記
さ
れ
た
。

当
然
に
も
そ
の
道
は
平
坦
な
な
の
で

は
な
か
っ
た
。
国
内
で
は
、
政
敵
・
鳩

山
一
郎
の
追
放
解
除
に
と
も
な
い
謀
時

.
三
木
武
吉
を
中
心
と
す
る
鳩
山
派
の

動
き
が
日
増
し
に
そ
の
不
気
味
さ
を
増

し
て
い
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
は
執
劫

に
日
本
の
再
軍
備
を
要
求
し
て
い
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
内
憂
外
患
を
突
破
し
て

吉
田
を
中
心
と
し
た
吉
田
学
校
の
メ
ン

バ
ー
は
昭
和
二
六
年
九
月
八
日
、
遂
に

対
日
平
和
条
約
調
印
を
実
現
さ
せ
た
。

そ
れ
は
日
米
安
保
条
約
と
と
も
に
結
ぼ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

大
磯
の
海
岸
を
歩
く
吉
田
は
池
田
と

佐
藤
に
言
っ
た
。
「
私
た
ち
は
日
本
の
将

来
に
向
っ
て
、
時
間
と
力
を
か
け
て
、

多
く
の
宿
題
を
解
い
て
い
か
ね
ば
な
ら

ん
。
お
そ
ら
く
は
と
ん
ど
の
問
題
は
、

君
た
ち
の
時
代
ま
で
残
さ
れ
る
。
君
た

ち
が
解
く
べ
き
宿
題
に
な
る
:
:
:
」

対
日
講
和
が
調
印
さ
れ
日
本
国
内
は

新
し
い
政
治
局
面
へ
向
っ
て
動
き
始
め

た
。
吉
田
自
身
に
は
鳩
山
・
三
木
と
の

宿
命
の
対
決
が
待
っ
て
い
た
。
解
散
・

総
選
挙
、
政
局
の
嵐
は
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
を
知
ら
ず
吹
き
荒
れ
た
。
そ
し
て
そ

れ
は
吉
田
学
校
が
生
み
出
し
た
保
守
本

流
の
男
た
ち
の
、
互
い
が
互
い
を
食
い

あ
う
新
た
な
闘
い
の
日
々
の
始
ま
り
で

あ
っ
た
。

⑤
脚
本
・
長
坂
秀
佳

森
谷
司
郎

撮
影
・
木
村
大
作

美
術
・
村
木
与
四
郎

育
野
重
一

録
音
・
吉
田
庄
太
郎

照
明
・
熊
谷
秀
夫

助
監
督
・
中
田
新
一

製
作
補
・
橋
本
利
明

製
作
担
当
・
桜
井
勉

企
画
協
力
・

角
川
春
樹
事
務
所

音
楽
・
羽
田
健
太
郎

主
題
歌
・
「
少
年
達
よ
」

作
詞
・
小
椋
佳

作
曲
・
唄
・
堀
内
孝
雄

(
ポ
リ
ス
タ
l
レ
コ
ー
ド
)


